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【手続補正書】
【提出日】平成26年12月12日(2014.12.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ｉ）以下のＡ及びＢを含む混合物を形成する工程と、
　　Ａ）１００重量部の疎水性油、
　　Ｂ）１～１０００重量部の、少なくとも１つの界面活性剤を有する水連続エマルショ
ン、
　ＩＩ）更なる量の前記水連続エマルション及び／又は水を、工程Ｉ）で得られた混合物
と混合して、二峰性エマルションを形成する工程と、
　を含む、二峰性水連続エマルションの製造方法。
【請求項２】
　工程Ｉ）の混合物が、本質的に成分Ａ）及びＢ）からなる、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　工程ＩＩにおいて、更なる量の前記水連続エマルション及び／又は水を、漸増させなが
ら、工程Ｉで得られた混合物に添加し、各増加分が、工程Ｉで得られた混合物の５０重量
％未満を含み、水連続エマルションの各増加分が、水連続エマルション及び／又は水の前
の増加分の分散後に前のものに順次添加され、十分な増加分の水連続エマルション及び／
又は水を添加して、二峰性エマルションを形成する、請求項１又は２に記載の方法。
【請求項４】
　前記疎水性油が、シリコーンである、請求項１又は２に記載の方法。
【請求項５】
　前記疎水性油が、有機油である、請求項１又は２に記載の方法。
【請求項６】
　前記水連続エマルションが、シリコーンエマルションである、請求項１～５のいずれか
一項に記載の方法。
【請求項７】
　前記水連続エマルションが、有機エマルションである、請求項１～５のいずれか一項に
記載の方法。
【請求項８】
　前記混合物に添加される前記水連続エマルション及び／又は水の量が、少なくとも７５
重量％の成分Ａ）及びＢ）を含有する二峰性エマルションを与える量である、請求項１～
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７のいずれか一項に記載の方法。
【請求項９】
　前記エマルションが、１００，０００ｃＰ未満の粘度を有する、請求項１～８のいずれ
か一項に記載の方法。
【請求項１０】
　前記二峰性エマルション中の界面活性剤濃度が、１重量％未満である、請求項１～９の
いずれか一項に記載の方法。
【請求項１１】
　前記二峰性エマルションが、１重量％未満のシクロシロキサンを含有する、請求項４又
は６に記載の方法。
【請求項１２】
　請求項１～１１のいずれか一項に記載の方法によって製造される、二峰性エマルション
。
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